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以下の問題から 3問選んで解け (各 5点)．

Problem 1: コインが 50円，10円，5円，1円とあったとき，貪欲法で支払うと，支払うコインの枚数が
最小になることを証明せよ．

Problem 2: コインが 50円，30円，10円，5円，1円とあったとき，貪欲法で支払うと，支払うコイン
の枚数が最小になるかどうかを考えよ．最小になる場合はそれを証明し，最小にならない場合は反例

を示せ．

Problem 3: 問題のサイズ nに対して O(n2)時間で計算すると問題のサイズが r倍 (r < 1) になるとき，
全体の実行時間はどうなるか？

Problem 4: 2変数の線形計画問題の解法において xだけあるいは yだけの制約式があったとき，これら

の制約式はどのように扱えばよいか．

Problem 5: 2次元平面上の 2つの点集合 R = {(1, 2), (2, 1), (3, 1)}と B = {(2, 2), (3, 3)}が与えられた
時，線形分離可能問題を線形計画問題を解くことで解け．特に 2つの線形計画問題

b ≥ −a + 2

b ≥ −2a + 1

b ≥ −3a + 1

b ≤ −2a + 2

b ≤ −3a + 3

と

b ≤ −a + 2

b ≤ −2a + 1

b ≤ −3a + 1

b ≥ −2a + 2

b ≥ −3a + 3

の実行可能領域を図示することで実行可能解を持つかどうかをきちんと判定すること．


